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1. 部分詳細図を作成したい        

1.1 部分詳細図を切り出しましょう（例：A1 1/200 図面→ A1 1/50 へ） 

①  [ファイル]-[開く]より部分詳細図を切り出したい図面を選択し、<開く>をクリックします。 

（例）1階衛生配管詳細図.tfs A1 1/200 図面 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

② [設定]-[シート機能]-[レイアウト作成]を選択します。 

[レイアウト追加]ダイアログが表示されますので、レイアウト名称、用紙サイズ等を設定します。 

今回は、「図面の設定を使用する」にチェックを入れ、<OK>ボタンをクリックします。 

（図面の設定サイズとは、[ファイル]-[用紙サイズ・縮尺設定]で設定されている用紙サイズです。

今回は A1 となります。） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 

部分詳細図を A2 等、図面の設定サイズと異

なるサイズで作成したい場合は、[図面の設

定を使用する]のチェックをはずし、用紙サ

イズを設定します。 

 

 

 

※2 

印刷倍率は、DWG 図面の再現性をよくするた

めに DWG 図面のレイアウトに設定されてい

る印刷尺度を取り込む機能です。 

Tfas で新規に作図する場合は、変更する必

要はありません。 

※1 ※2
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③ [ビューポートシートの参照元領域を指定して下さい。]というメッセージが表示されます。 

部分詳細図を切り出したい範囲を対角で指示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ [ビューポートの参照元基準点を入力して下さい。] というメッセージが表示されます。 

切り出した範囲の基準点をクリックします。（<Enter>で左下、<Shift+Enter>で中心が基準点にな

ります。） 

※TfasⅢ以前のバージョンをご利用の場合は、このメッセージは表示されません。 

 

⑤ [シート追加]ダイアログが表示されます。 

切り出す部分詳細図のシート名称、縮尺を設定し、<OK>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビューポートシートとは、部分詳細図

側に出来る全体図の一部分を参照する

ウィンドウです。 

(例) 

シート名称：トイレ詳細印刷ウィンドウ 

縮尺： 1/50 

 

部
分
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細
図 

点線の範囲がビューポート

 Layout1に切り出した部分詳細図

黄色い用紙枠
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ここで作成されるシートは、ベース等と

は別の、新しく追加されたレイアウトグ

ループ「Layout1」内に作成されます。

｢トイレ詳細印刷ウィンドウ｣シートには

全体図の一部分を参照するウィンドウ

（ビューポート）が作成されます。 
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⑥ マウスに四角い枠がついてきますので、ビューポートを表示させたい箇所を(今回は、用紙枠の中央

に配置されるように)クリックします。（<Shift+クリック>で配置基準点を中央⇔左下に切替えら

れます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ [ビューポートシートの参照元領域を指定して下さい。（Enter：作成終了）]というメッセージが表

示されますので、今回は、<Enter>で終了します。（別の範囲を切り出したい場合は、続けて③～

⑥の手順を行い、<Enter>で終了します。） 

 

⑧ 切り出した範囲が以下のように表示されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在表示されているのは、追加した「Layout1」内のシート（トイレ詳細印刷ウィンドウ）です。

※ トイレ詳細印刷ウィンドウには、実図形は存在しません。全体図の一部分を参照している

ウィンドウ（ビューポート）が存在するだけです。 

クリック 

②で配置した用紙枠が赤色

で表示されます。 
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⑨ 全体図を見たい場合は、[レイアウト]一覧より、モデルをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

POINT  

部分詳細図の作成は、モデルボタンを右クリックし、[レイアウト編集] からも行えます。 

 

 

 

現在表示されているのは、モデル内のシート（ベース、1/30、1/20、1/1）です。 

※ この図面には、「モデル（ベース、1/30、1/20、1/1）」と「Layout1（トイレ詳細印刷ウィン

ドウ）」が存在します。 
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2. 部分詳細図を作成したい        

2.1 部分詳細図の参照範囲を変更しましょう 

① [設定]-[シート機能]-[レイアウト編集]にて、追加したレイアウト名称「Layout1」を選択し、<プ

ロパティ>をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② [レイアウトのプロパティ]ダイアログが表示されます。「トイレ詳細印刷ウィンドウ」シートを選

択し、<変更>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現在開いているファイル名を表示 

展開しているファイルに存在する

レイアウト一覧を表示

「Layout1」内に存在するシートの一覧を表示 
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③ [ビューポート設定]ダイアログが表示されます。<参照領域変更>ボタンをクリックします。 

 

※1 サイズ 

 

 

 

 

 

 

※2 位置（P.11 2.2 で説明） 

 

 

 

 

 

 

※3 参照元領域 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ [ビューポートシートの参照元領域 1点目を入力して下さい。]というメッセージが表示されます。 

  全体図から部分詳細図を切り出したい範囲を対角で指示します。 
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※1 

※2 

※3 
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⑤ 再度[ビューポート設定]ダイアログが表示されますので、<OK>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 再度[レイアウトのプロパティ]ダイアログが表示されますので、<OK>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 部分詳細図の参照範囲が変更されました。 
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2.2 部分詳細図の表示位置を変更しましょう 

① [設定]-[シート機能]-[レイアウト編集]にて、追加したレイアウト名称「Layout1」を選択し、[プ

ロパティ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② [レイアウトのプロパティ]ダイアログから、[トイレ詳細印刷ウィンドウ]シートを選択し、[変更]

ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ [ビューポート設定]ダイアログが表示されますので、[位置変更]ボタンをクリックします。 

 

  

 

     

      

       

      

 

 

 

 

 

  

  

－例－ 

部分詳細図が右に寄っているので、左

に移動したい。 

 

 

 

 

 

 

※ 部分詳細図は全体図を参照している

だけです。実図形が存在せず、通常の

移動機能では、移動できません。 

部分詳細図

黄色い用紙枠
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④ [ビューポート配置基準点を入力して下さい。]というメッセージが表示されます。カーソルに四角

い枠がついてきますので、用紙枠の中央に配置されるようにクリックします。（<Shift+クリック>

で配置基準点を中央⇔左下に切替えられます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 再度[ビューポート設定]ダイアログが表示されますので、<OK>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 再度[レイアウトのプロパティ]ダイアログが表示されますので、<OK>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 



CADWe’ll Tfas                                レイアウト作成 操作手順書 

 10

 

⑦ 部分詳細図の表示位置が変更されました。 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

POINT  

[設定]-[シート機能]-[ビューポート]-[枠 移動・拡縮]を使用すると、ドラッグで参照領域の大きさ

の変更や表示位置の移動が行えます。 

 

 

 

2.3 部分詳細図の内容を変更しましょう 

今回作成した部分詳細図には、実図形はありません。全体図の一部分を参照しているだけです。 

内容を修正したい場合は、全体図側で修正を行ってください。 

 

① 部分詳細図を表示し、図面上で右クリック-[ベース編集]をクリックします。 

   

※ [ベース編集]の代わりに[レイアウト]一覧より、モデルをクリックし、

全体図の図形を表示させてもかまいません。 

※  

 

 

 

 

 

 

 

② [シート領域の中を指示してください。]というメッセージが表示されます。内容を修正したい箇所

をクリックします。 

 

③ 全体図が表示されますので、修正を行ってください。 

全体図で修正された内容は、自動的に部分詳細図側に反映されます。 
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3. 部分詳細図を別ファイルに保存したい        

部分詳細図を別ファイルに保存することができます。全体図とのリンクは無くなり、部品・部材とし

ての情報もなくなってしまいます（但し、部品は切り出した領域内に部品の実体が全て含まれていな

い場合）が、別ファイルに実図形として保存することができます。 

 

① [設定]-[シート機能]-[図面登録]でシート選択ダイアログが表示されます。レイアウト一覧より図

面登録したいレイアウト（今回は「Layout1」）を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

② [Layout1]内のシートが表示されますので、「トイレ詳細印刷ウィンドウ」シートを選択し、<OK>

ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ [図面登録]ダイアログが表示されますので、図面名を入力し<OK>ボタンをクリックします。 

（※図面名は省略しても構いません。） 

 

 

 

 

 

 

 

④ 保存する場所、ファイル名を入力し、<保存>ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

  

図面内のレイアウト一

覧が表示されます。 

選択したレイアウト内

のシート一覧が表示さ

れます。 

－例－ 

ファイル名：1階トイレ詳細図 

 

tfs 形式のみの登録になります。 
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4. 図面枠やキープランを部分詳細図に複写したい 

モデル内の全体図と、「Layout1」内の部分詳細図のように、レイアウト間で図枠等の図形を複写する場

合は、 [図形編集]-[複写]-[通常]等では複写できません。レイアウト間での複写は、[設定]-[シート機

能]-[移動複写]を使用します。 

 

① [設定]-[シート機能]-[移動複写]を選択し、図面枠（又はキープラン）を選択し、<Enter>します。 

② [複写／移動先シート選択]ダイアログが表示されますので、「Layout1」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「Layout1」内のシートが表示されます。 

モードを[複写]、シート間を[同じ大きさ]に設定し､複写先シート[トイレ詳細印刷ウィンドウ]を

選択し、<OK>ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  －例－ 

全体図（A1 1/200）で作図した図枠を部分詳細図（A1 1/50）に複写 

【実寸の場合】 

図面の縮尺を考慮して複写します。図枠の大きさが 1/200 から 1/50 が変わり、A1 からはみ出し

てしまいます。 

【同じ大きさの場合】 

見た目の大きさで複写します。複写先の縮尺が違っても A1 サイズのまま複写されます。 
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④ [基準点を入力して下さい。（Enter：選択図形領域中心）]というメッセージが表示されますので、

<Enter>します。（クリックでも指示できます。） 

 

⑤ 続いて[指定点を入力してください。（Enter：同じ位置）]というメッセージが表示されます。 

元図と同じ位置に配置しますので、<Enter>します。（クリックでも指示できます。） 

 

 

※ 別ファイルから図形を複写したい場合は、複写元と複写先のファイルを展開します。[ウィンド

ウ]-[左右に並べて表示]等で図面を並べ、[図形編集]-[複写]-[通常]等で複写してください。

（ [設定]-[図面間変換]で【実寸で移動・複写】や【同じ大きさで移動・複写】の設定が行え

ます。） 

※  [編集]-[コピー]でコピー後、貼り付けたいシートをカレントシートに設定して[編集]-[貼り

付け]を行うと、複写元のシートと異なるシートに実寸で複写できます。 
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